
■利用成果

水車発電機の電磁場解析
シミュレーション

―高効率化のための渦電流損低減解析事例―

■背景と目的

研究・開発機関 　：サイエンス ソリューションズ株式会社
利用施設　　　 　：自社設備
計算規模　　　 　：PCクラスタ4ノード 64コア
利用ソフトウェア ：電磁場解析ソフトウェア HPC-EMSolution
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●従来より、大形回転機である発電機を対象
に、開発・設計段階で大規模な三次元電
磁場解析が積極的に行われています。

●しかし、水車発電機は設置する河川の水量
と落差によって最適な回転速度が異なりま
す。このため、設計の度に大規模な三次元
解析を実施する必要がありますが、計算時
間が膨大となるため現実的ではありません
でした。

○PCクラスタを用いて並列計算を行うこと
で、従来1ヵ月かかった計算が47時間と大
幅な時間短縮が図れました。

○計算時間を短縮できることで、高効率化
を狙った形状変更を行う際に必要な大規
模な三次元解析を実用的に行えるように
なり、事前の検討を十分行うことが可能
となりました。
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図１　水車発電機モデル

図 2　塊状磁極鉄心の渦電流損ベクトル分布
　　　（スリット無しの場合）

図３　塊状磁極鉄心の渦電流損ベクトル分布
　　　（スリット有りの場合）

図 4　塊状磁極鉄心の表面損失固定子コア端部
軸方向対称面
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